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• １９８６年、１４階建を中心とした７棟（81新耐震）として完成

• ５８４世帯、約２０００人が暮らす

• 阪神淡路大震災以後、活発な活動を開始

• 楽しくなければ防災の輪は広がらない「楽しく防災活動をやろう！」

このたびは活動報告
の場を頂戴し
感謝申し上げます。
資料に基づき
時系列にて

報告させていただきま
す。



• 加古川グリーンシティ防災会は、兵庫県加古川市のマ

ンション「加古川グリーンシティの住民」によって組織化

された自主防災組織

• マンション７棟・５８４世帯の全住民（約2,000人）が全員

参加する防災組織

• 広報誌やコミュニティ放送等の情報提供設備を構築、住

民参加型の防災活動行事など、子供から大人まで参加

した多彩な取組、連絡体制の整備や防災井戸設置など、

地域防災力の向上、防災意識の普及活動を行う

加古川グリーンシティの概要
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• 建設当初入居した住民で管理組合を結成

• 自衛消防隊を組織、消防計画の作成、消火器等消防設備
の点検を行う

• 当初は消防防災委員会として、消防訓練等を行う

• 後に防犯防災委員会と名称を変更、迷惑駐車の取り締まり
や青少年健全育成等の数々の方策を実行

• 夜回り巡回など安全で安心な団地生活を目指す

• 防災会誕生は、1995年1月17日阪神・淡路大震災が切掛け

• 被災後の兵庫県では、災害ボランティア支援方針のもと、県下
に自主防災組織の結成を呼びかける

• 加古川グリーンシティ管理組合もこの呼びかけに応え、そ
れまでの自衛消防隊と防犯防災委員会を統合した「加古川
グリーンシティ防災会」を設立（1998年6月）

加古川グリーンシティの沿革
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•加古川グリーンシティ防災会は、
平成7年の阪神・淡路大震災後にクローズアップさ
れた「マンションの災害対策」に取り組む

• マンションはプライバシーが守られる反面、近所付き合い
が薄いのが最大の問題とされる

• この問題を如何に解決し、どうすれば仲間を増やし、みん
なが防災活動に取り組むことができるかを考えた

•楽しくなければ防災の輪は広がらない「楽しく防災
活動をやろう」というテーマを考え出す

• 住民の方々に対し多彩なアイデアを仕掛けたことで乗り
越え、仲間づくりをすることに大成功する

加古川グリーンシティの経緯
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加古川グリーンシティの再編

•平成１７年１２月７日

•加古川グリーンシティ管理組合を法人化

•団地管理組合法人加古川グリーンシティの登記
• 緊急時の対応がスムーズになる

• 代表理事長

• 修繕委員会委員長、広報委員長を副理事長とする

• 同時に自治会を管理組合内に集約「自治会委員会」とする

• 自治会委員会の委員長が自治会長となる

• 自治会委員長は副理事長を兼務

•行政対策の一元化
• 窓口を自治会から管理組合に移行

•大災害後のマンション再建期間の短縮化
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加古川グリーンシティの運営体制

団地管理組合法人

理事会

広報委員会

修繕委員会

自治会

防災会

情報システム運営委員会

環境整備委員会

副理事長、

担当理事で構成

任期：2～4年

専門職（任命制）

任期：毎年更新

役員は任期なし

居住者全員参加

管理会社

（24時間管理）

毎週土曜日に集まり会議、
1000円出し会を開催（防災会議）

任命制

任期：毎年更新
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ソフト事業

•１９８６年
•管理組合に自衛消防隊組織を結成
•消防防災委員会発足

•１９９２年
•防犯防災委員会に名称変更

•１９９８年
•自主防災組織
「加古川グリーンシティ防災会」設立
自衛消防隊と防犯防災委員会一体化

•「グリーンシティ自警団」設立

ハード事業

•マンション全域「防犯防災カメラ」設置

加古川グリーンシティ防災活動（年表）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•１９９９年
•「町内ふれあいもちつき大会」開催
•契約駐車車両指定シール貼付義務
敷地内安全対策

•赤十字「救急救命法講習会」開催
•「町内チャンピオンマップ登録」開始
•「ひと声掛けてください登録」開始

•「防災倉庫」設置
•「防災機器」増強

•各種資機材購入

•「防犯防災カメラ」増設
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２０００年
• 「マンションの長屋化」宣言

•独自「防災マップ」作成配布
•グリーンシティあんしん情報登録制度

「あんしんカード」開始

•２００１年
•「あいさつ運動」開始
•親切運動「親切実行表彰」開始

•全エレベーターホール
「ニューメディアシステム１号」設置
（モニターで緊急情報伝達システム）

•長周期地震対策（耐震強化）
「高置水槽及びルーバールーフ撤去」
圧送方式へ変更
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００２年
•ひったくり防止「かごガード」配布
•近隣マンション対象
「非常時防災協力体制構築会議」

•ＪＲ連続立体交差事業
「子ども達の安全対策」

•「ワールドカップ観戦会」開催
•「グリーンシティ安全活動」開始

•「迷惑駐車一掃作戦」開始
•「我が家で出来る防災訓練」開始

•迷惑駐車対策
「有料来客駐車場設備」設置

•緊急情報伝達「グリーンネット」設置
「専用サーバ全戸ＬＡＮ設備」新規敷設
（マンション内相互通信ネットワーク）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００３年
•「兵庫県優良自主防災組織」表彰
•「あいさつ運動」啓発
•「人と防災未来センター」見学

•火災発生防止キャンペーン

•２００４年
•災害図上訓練「ＤＩＧ」取り入れ決定
•「小さな親切運動」開始
•加古川地区防犯協会表彰
•「命のライセンス」製作

•各家庭テレビ「４８ＣＨ」放送配信
「ニューメディア２号」
回覧板を廃止
（テレビ空きチャンネル利用の通信）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００５年
•「災害図上訓練ＤＩＧ」研究会開催
•携帯版「グリーンシティ防災情報」
•防災訓練「災害図上訓練ＤＩＧ」開催

•応急手当普及員認定
•ＡＥＤ（１台）設置
•ＡＥＤトレーニングキット導入

•防犯防災用「ネットワークカメラ」設置
（ネット回線を利用して緊急情報確認）

•管理組合法人化
「団地管理組合法人加古川グリーンシティ」
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００６年
•第１０回「防災まちづくり大賞」

総務大臣賞
•防災会ネックストラップ配布

•「エレベータ緊急時応急訓練」開催
•防災功労者内閣総理大臣表彰受賞
•炊き出し訓練「イカ焼き訓練」開催

•「防災１号井戸」完成
緊急給水設備併設
（地下３０ｍより最大２５０Ｌ/min）

•防災啓発施設設置

14



ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００７年
•防災インターネットラジオ局
「Ｅ－ＫＧＢ」開局

•「第６１回神戸新聞社会賞」受賞
•「日本水大賞・厚生労働大臣賞」受賞
•「防災カレンダー」企業とコラボ発行

•「緊急放送設備機器」導入
防災ポール「防災機器」設置
（アナログスピーカー放送＋ＬＡＮ）
（緊急放送設備・照明設備）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００８年

•ＡＥＤ（３台）増設
•和歌山県有田郡広川町視察
•リアル災害図上訓練「Ｒ－ＤＩＧ」
•「命のライセンス２００８」改訂版発行
•「帰宅支援サポーター」発行
•地元ＦＭ局（ BANBANラジオ）コラボ
「楽しく防災活動」放送開始

•ニューメディア「緊急情報発信」訓練

•企業コラボ
「自動販売機設置」による飲料水確保
（ＡＥＤ提供）

•「エレベータ耐震化」
耐震強化及びリニュアル工事
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２００９年
•オープン参加方式災害図上訓練ＤＩＧ
「地域の枠を超えて」開催

•防災ハンドブック
「非常持ち出し本・ＤＩＢ」制作

•ＦＭラジオ「防災ショットバー」開始
•京都大地震予知研究センター
「阿武山観測所」見学

•「避難所案内標示板」（４ヶ所）設置

•「防災ベンチ」（３ヶ所）設置
•「階段昇降機」避難器具導入
（バッテリー式２台＋手動式１台）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２０１０年
•「防災バスツアー」開催

•緊急防災情報放送訓練

•２０１１年
•第１５回防災まちづくり大賞
「情報部門・消防庁長官賞」受賞

•防災ラジオドラマコンテスト
「審査委員特別賞」受賞

•地元ＦＭ局（ＢＡＮＢＡＮラジオ）
「大地震トライアクト」放送開始

•防災ゲーム
「災害ハンター・FIRST」開発

•マンション全域「防災放送設備」
（アナログスピーカー７ヶ所）設置

•「グリーンネット」リプレイス
•マンション内ローカルエリアネットワーク
•棟間光通信化
•各居室ギガ通信化
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２０１２年
•防災２号井戸設置排水管埋設
•地震発生時対応
「災害対策本部構築マニュアル」

•２０１３年
•「安否確認シート」配布
•「玄関用役割分担シール」貼付
•全役員タブレット配布
「ペーパーレス化緊急情報共有」

•「美味しく防災研修会ｉｎ有馬」開催
•「防災イルミネーション」開始
（震災を忘れない）

•敷地内周回道路「バリアフリー化」
（大型消防車両進入可能化）

•要援護者対策（歩いて健康になろう）
「ウオーキングマップ」設置

•ＡＥＤ台数追加（全５台配備）

•夜間安全対策「自発光式縁石鋲」設置

•「防災２号井戸」完成・給水設備併設
（地下３０ｍより最大２５０Ｌ/min）

19



ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２０１４年
•防災インターネットラジオ
「Ｅ－ＫＧＢ」リニュアルスタート

•「安否確認シート追加」配布
「全員無事・傷病者あり・避難済み」

•１号井戸・２号井戸「防藻塗料塗布」

•国宝鶴林寺「お寺と防災コラボ」
「鶴林寺移転の謎から黒田官兵衛」

•防災井戸周辺整備コンクリート塗装
•避難器具「訓練やぐら」導入

•新グリーンシティコミュニティ放送
「ｄボタンデジタル情報設備」導入

•ファイヤーレーンリニュアル
「瓦景観舗装・透水防熱対策」
（夏期防熱・雨水浸透）
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ソフト事業 ハード事業

加古川グリーンシティ防災活動（年表）

•２０１５年
•防災会ツイッター（Twitter）開始
•防災会「ゴルフ部」結成
•防災会「園芸部」結成

•２０１６年
•集会所耐震化検討委員会

•通年「ホームページ運営」
•毎月発行「防災だより」（１９９８年～）
•毎月放送「防災ラジオ」（２００７年～）

•「可搬式防犯カメラ」導入
•防災井戸イルミネーションリニュアル

•防災1号井戸用発電機（水害対策）
「低床リフター」導入

•夏期避難所運営用
「スポットクーラー」導入
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• ハード面のライフライン

• ソフト面のライフライン

• 防災逸話「土手の花見の精神」の利用

• 我々は防災活動を２つに分けて考えた！

• ハードウエア

• ソフトウエア

• それぞれをコーディネートするのが･･･

• ヒューマンウエア

• こんなことも防災活動なの？

• なんでも、防災にからめることが大事！

• 逆に言えば、何でも防災にしてしまえ！

• 普段の生活の中に防災を組み込む！←防災を文化にする！

コミュニティ ←本当のライフライン

インフラ〈水道・ガス・電気〉

加古川グリーンシティの防災活動を考察
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我々が創るコミュニティ（生活防災）



ソフト面の防災整備

•「ひとづくり、ひとのつながり」をテーマ

•「自分で守る」をテーマ

•「災害発生時の対策」をテーマ

•「楽しく防災活動をやろう」をテーマ

防災会の取り組み：ソフト事業
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防災会の取り組み：ソフト事業①

ちからこ部（旧チャンピオンマップ）
専門家の登録による知恵袋集団
づくり ５００名登録

あったかード登録制度
（旧あんしんカード）
緊急連絡先・持病等を登録
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防災会の取り組み：ソフト事業②

全戸を「初期消火班」、「通報班」、「避難誘導班」に割り振り、
玄関ドアにシンボルマークを設置し、意識付け

■全員参加の災害時の体制づくり
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防災会の取り組み：ソフト事業③

災害発生時の安否確認を目的として、全住戸の玄関ドア内側に
マグネットシートタイプで貼付。普段は防災啓発に。
災害時には、玄関ドアの外側に貼付して、安否確認情報表示用
として使用。

■災害時の安否自己確認マグネットシート
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防災会の取り組み：ソフト事業④

■災害時の行動指針を制作

命のライセンス
・地震発生時の行動指針

帰宅支援サポーター
・災害発生時の行動指針
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防災会の取り組み：ソフト事業⑤

非常持ち出し本「ＤＩＢ」
・災害発生時の行動指針
解説・学習用として制作

■何のために防災活動を行うのかを導き出す
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防災会の取り組み：ソフト事業⑥

地震発生時等災害時
本部設営対応マニュアル

■災害時の行動指針を制作
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防災会の取り組み：ソフト事業⑦

災害発生時の的確な安否確認の為の
システム開発

■安否確認プログラムＳＣＰ（スコップSafety Confirming Program）
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防災会の取り組み：ソフト事業⑧

■子どもたちとの合同活動

スポーツ等の
パブリックビューイング

子どもとの合同夜回り

33



■趣味を取り入れた活動

ゴルフ部
ゴルフ愛好家を巻き込む活動

園芸部
植物とふれあうことの好きな方を巻き込む活動

防災会の取り組み：ソフト事業⑨



防災会の取り組み：ソフト事業⑩

■地域とのふれあい防災活動

地域清掃活動

グリーンシティ夏まつり

地域交流活動

グリーンシティ餅つき大会
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防災会の取り組み：ソフト事業⑪

■防災訓練

自分たちのまちを守る
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防災会の取り組み：ソフト事業⑫

■エレベーター対応訓練

エレベーター緊急時対応訓練
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防災会の取り組み：ソフト事業⑬

■情報発信

ＦＭラジオ「防災ショットバー」

インターネットラジオ「ｅ－ＫＧＢ」

コミュニティ新聞「グリーンだより」
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防災会の取り組み：ソフト事業⑭

「あいさつ運動」は防災活動の基本
• 良好なコミュニティ形成なしに防災力の向上はない！
• コミュニティの形成により、信頼度をたかる
• それらを踏まえた上で、ハード事業が成り立つ！
• 日常、挨拶もできないのに災害時には本当に活動できるの？

すべての防災はここから始まる
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ハード面の防災整備

•住民同士の情報共有をテーマ

•災害に強いまちづくりをテーマ

•非常時連絡体制をテーマ

•安心安全対策をテーマ

防災会の取り組み：ハード事業
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防災会の取り組み：ハード事業①
防災１号井戸の設置（かけ流し）
緊急用蛇口の増設可
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防災会の取り組み：ハード事業②
防災２号井戸の設置（かけ流し）
緊急用蛇口の設置
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防災会の取り組み：ハード事業③

耐震性向上に高架水槽を撤去

長周期地震動の対策
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防災会の取り組み：ハード事業④

エレベーター耐震強化

新新耐震基準（’９８耐震）を満たすエレベータ化
『耐震補強』
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防災会の取り組み：ハード事業⑤

「グリーンネット」イントラネット構築
マンション運営情報及び緊急情報伝達システム導入
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防災会の取り組み：ハード事業⑥

コミュニティ放送により
・緊急時の情報提供
・デジタル放送化でｄボタンを活用
・必要な文字情報の発信・収集
・屋上カメラの活用
・平時の幹線道路渋滞確認
・災害時の情報収集
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防災会の取り組み：ハード事業⑦

緊急時安全管理システム
５０台の防犯防災カメラ
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防災会の取り組み：ハード事業⑧

防災放送設備
８台のスピーカー設置
敷地内居住区をカバー
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防災会の取り組み：ハード事業⑨

炊き出し専用倉庫の設置
・イカ焼き機
・厨房機器
・大型冷蔵庫
・ガス
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防災会の取り組み：ハード事業⑩

防災ベンチ
・平時は休憩所
・緊急時は救助用具（バール・ジャッキ）
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防災会の取り組み：ハード事業⑪

携行型拘束網展開装置
「ネットランチャー」

■防犯対策

「防犯灯」 防犯対策 増設・強化 ＬＥＤ化
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防災会の取り組み：ハード事業⑫

避難場所 指示看板
防災無線

防災資機材
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防災会の取り組み：ハード事業⑬

避難用具（キャリダン等）

昇降可能避難用具
（スカラモービル・ステアチェア）
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防災会の取り組み：ハード事業⑭

応急トイレ

トリアージシステム
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防災会の取り組み：ハード事業⑮

玄関ホールのＡＥＤはコカコーラ
が提供、売上で５台を維持管理

手投げ消火弾
サット１１９
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あいさつ運動から始める
↓多様な参加が推進される

↓ 更なる参加を促す為のイベント開催

↓町が動き出す
↓ 町を自分たちで創造している感覚

↓ 自分たちの町に興味を持ち出す

↓ 自分たちの町に愛着を持つようになる
↓ ※弊害 無作法性な人も集まる（マナー違反者）

情報やスキルのなさに他地域に情報を求める
↓ 集める手段のスキルアップ

↓ 多くの情報を得る

↓行政をあてにせず、自立する方向を目指しだす
↓ マナーが向上する

↓挨拶から防災を核にして、町づくりが進む！

町が「住みやすくなる・楽しくなる・強くなる・大切になる」

究極の防災力は「あいさつ・挨拶」が生み出すことになります！

防災力向上へ「あいさつ運動」効果検証
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•ソフト面の防災整備
•市民の努力によって成し得ることが可能
•限界はない
•地域の人の持つ「知恵・知識」を出し合う
•「お互い様の精神」を忘れない
•信頼関係や人間関係が向上する
•社会的ネットワークが構築される
•関係が豊かになる
•「住みやすい町」ができる←防災力向上

•ソフト事業だけでは乗り越えられない

加古川グリーンシティ防災会の結論①
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•ハード面の防災整備の必要性
•市民には限界がある
•ある程度での「あきらめライン」
•防災事業には「多くの費用」が必要
•住民の理解を得たとしても限界がある
•誰のための備えなのか？

•「備えようと努力する人」への行政支援
•備えようと努力する人に負担が掛かる

• 「備えようとしない人」の分も費用負担
• 「備える方法」は地域によって大きく違う
•全国一律ではない「戸建と集合住宅でも違う」
• 「備える努力をする人」への支援を拡充

加古川グリーンシティ防災会の結論②
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•兵庫県の現状
• 「ひょうご安全の日推進事業助成金」←有難い

• しかし、防災・減災等の「活動」を支援するものであり

• 資機材、備品、設備等の「整備」を目的とするものでは
ない

•では、何をどの様に「備えろというのか？」
•知恵を絞って予算を付けてもらう←大変（自主防）

•阪神・淡路大震災から２０年を越えて
•自主防災への支援・対応が進化していない！
• 「生き残る努力をするもの」へ支援すること
• 「死なない対策」
• 「生き残る対策」への対策・支援を考える！

加古川グリーンシティ防災会の結論③
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死んでからいくら支援してもらっても意味がない


